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百
年
を
超
え

る
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
三
重
県

立
桑
名
高
等
学

校
の
同
窓
会
長

に
指
名
頂
い
て

か
ら
早
く
も
二

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
同
窓
会
会
則
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
同
窓
会
の
役
割
、
即
ち
「
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
を
如
何
に
効
果

的
・
実
効
的
な
も
の
に
出
来
る
か
に
思
い

を
馳
せ
つ
つ
、
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

会
則
に
則
り
ま
し
て
、「
同
窓
会
活
性

化
特
別
委
員
会
」
を
、
第
11
回
生
上
田
広

吉
委
員
長
、
同
窓
会
長
と
会
計
監
査
を
除

く
同
窓
会
役
員
全
員
の
参
加
の
下
に
、
設

立
し
、
平
成
三
十
一
年
一
月
末
ま
で
に
、

十
回
の
会
合
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
の
提
言
に
基
づ
き
、
元
桑

名
高
等
学
校
教
諭
の
林
英
夫
氏
を
講
師
と

す
る
講
演
会
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
を
聴

く
会
」、
同
窓
会
生
の
親
睦
の
場
「
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」
な
ど
、
多
く
の
同
窓
生
が
参

加
す
る
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
も

恒
例
の
「
う
ど
ん
部
屋
」
は
大
盛
況
で
し

た
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
に
桑
高
を
卒
業

さ
れ
、
四
十
年
間
に
亘
り
フ
ラ
ン
ス
で
過

ご
さ
れ
た
水
谷
方
早
子
画
伯
か
ら
三
十
数

点
の
絵
画
が
桑
名
高
等
学
校
に
寄
贈
さ
れ

る
と
共
に
、
美
術
部
員
と
の
交
流
も
、
持

た
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
更
な
る
活
性
化
の
為
に
は
、

ま
だ
ま
だ
課
題
山
積
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
一
つ
づ
つ
着
実
な
課
題
解
決
を
目
指
し

て
、
活
性
化
特
別
委
員
会
で
の
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
を

挙
げ
れ
ば
、
同
窓
会
名
簿
を
如
何
に
常
に

最
新
の
も
の
に
出
来
る
か
、
一
度
も
同
窓

会
が
開
か
れ
て
い
な
い
卒
業
年
度
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
年
度
の
同
窓
会
を
如
何
に

活
性
化
で
き
る
か
、会
報
誌
・
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ど
う
す
れ
ば
、
世
代
を
超
え

た
同
窓
生
に
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
出
来

る
か
、
そ
し
て
在
校
生
と
卒
業
生
の
親
睦

を
深
め
る
機
会
を
如
何
に
作
れ
る
か
、
更

に
、
在
校
生
や
先
生
方
の
抱
え
る
課
題
解

決
の
為
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
出
来
る

の
か
等
々
、
桑
高
同
窓
会
の
会
則
が
謳
っ

て
い
る
目
的
を
果
た
す
為
の
課
題
は
、
ま

だ
ま
だ
山
積
し
て
い
る
の
が
実
態
だ
と
、

改
め
ま
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
に
は
、
桑
高
創
立
百
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
の
百
周
年

記
念
の
折
に
は
、
記
念
式
典
や
創
立
百
周

年
記
念
同
窓
会
祝
賀
会
な
ど
、
多
く
の
行

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
百
十
周
年

に
当
た
り
ま
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
桑
名
高
等
学

校
が
今
後
と
も
、
そ
の
存
在
感
を
顕
示
し

つ
つ
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を
育
て
て

行
く
為
に
、
同
窓
会
と
し
て
何
を
成
す
べ

き
か
が
、
今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

母
校
の
更
な
る
発
展
と
、
同
窓
会
の
更

な
る
活
性
化
も
目
指
し
て
今
後
と
も
、
全

力
傾
注
の
所
存
で
す
。

　

同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素

よ
り
本
校
教
育

の
充
実
発
展
の
た
め
、
多
大
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
９
月
の
桑
高
祭
に
お
き
ま
し
て

は
、
同
窓
会
企
画
と
し
て
「
う
ど
ん
部

屋
」
を
出
店
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

盛
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。「
う
ど
ん
部
屋
」
の
企
画

は
、
同
窓
生
の
皆
様
に
母
校
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
同
窓
生
の
皆

様
が
旧
交
を
温
め
る
場
と
し
て
、
ま
た
同

窓
生
の
皆
様
と
在
校
生
が
交
流
を
深
め
る

場
と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
出
店
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
の
暖
か
い
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、

普
通
科
・
理
数
科
の
昨
年
の
大
学
進
学
実

績
で
は
、
国
公
立
大
学
１
５
９
名
、
私
立

大
学
７
７
７
名
の
合
格
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
名
古
屋
大
学
９
名
、

医
学
部
医
学
科
６
名
、
三
重
大
学
48
名
の

合
格
は
大
き
な
成
果
で
す
。

　

衛
生
看
護
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

の
卒
業
生
も
全
員
が
国
家
試
験
に
合
格

し
、
地
元
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
に
就
職

し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
校
は
文
武
両
道
を
め
ざ
し

て
部
活
動
の
面
で
も
活
躍
し
て
お
り
、
５

月
末
に
行
わ
れ
た
三
重
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
に
お
い
て
、
桑
名
高
校
は
男
子

総
合
で
７
位
、
女
子
総
合
で
２
位
の
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

皆
様
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
年
度
の

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、
夏
休

み
に
三
重
県
を
主
会
場
に
東
海
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
陸
上
競
技
部
、

剣
道
部
、
水
泳
部
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
が
出

場
し
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
総
合
開
会
式

は
８
月
１
日
に
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
高
校
生
代
表
の
歓
迎
挨

拶
は
、
本
校
衛
生
看
護
科
３
年
生
の
西
山

莉
子
さ
ん
が
そ
の
大
役
を
担
い
ま
し
た
。

手
元
の
原
稿
を
見
ず
に
堂
々
と
感
動
的
な

素
晴
ら
し
い
挨
拶
で
し
た
。

　

文
化
部
に
お
い
て
は
、
全
国
大
会
に
競

技
か
る
た
部
が
、
近
畿
総
合
文
化
祭
に
書

道
部
、
競
技
か
る
た
部
、
囲
碁
将
棋
同
好

会
が
出
場
し
、
桑
名
高
校
は
文
化
や
芸
術

面
で
も
高
い
レ
ベ
ル
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
３
月
に
は
、
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
【
３
月
16
日
（
土
）
17
：
00
〜
入
場
料

５
０
０
円
】
と
ダ
ン
ス
部
の
発
表
会
【
３

月
29
日
（
金
）
18
：
00
〜
入
場
無
料 

当

日
会
場
に
て
整
理
券
配
布
】
を
Ｎ
Ｔ
Ｎ
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
桑
名
市
民
会
館
）
で
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ご
来
場
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

定
時
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
14

名
が
入
学
し
、
生
徒
数
は
１
年
か
ら
４
年

ま
で
合
計
42
名
で
す
。
外
国
籍
生
徒
の
割

合
も
増
加
し
て
お
り
、
現
在
は
14
名
の
生

徒
が
在
籍
し
全
体
の
３
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
国
籍
も
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
多
様
で
す
。
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
自
立
で
き
る
社
会
人
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
・
自
己
実
現
に

向
け
て
、
教
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
桑
名
高
等
学

校
の
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
桑
高
同
窓

会
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ご　

挨　

拶

　
　

桑
高
同
窓
会
会
長

伊　

藤　

隆　

彦　

（
桑
全
十
一
回
生
）

ご　

挨　

拶

　
　

桑
名
高
等
学
校
長

大　

川　

暢　

彦　



2019 年（平成 31 年）３月１日 三重県立桑名高等学校同窓会会報（3）第 37 号

2018「東京支部 秋の集い」矢崎さんの音頭で乾杯

遠方から大勢の参加者を交えて記念の一枚

　

桑
名
高
校
同
窓
会

の
皆
様
方
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
，

卒
業
生
の
皆
さ
ん
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
，
東
京
支
部
で
は
、
役
員
の
若
手

【
東
京
支
部
】

「
桑
高
東
京
」
で
検
索
を

　
　

支

部

長綿　

引　

和　

彦　

（
桑
全
二
十
二
回
生
）

（
40
〜
50
代
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

を
は
じ
め
大
い
に
張
り
切
っ
て
お
り
、
元

気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
活
動
の
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
東
京
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

②
「
東
京
支
部
秋
の
集
い
」（
参
加
者
：

70
名
）
今
年
か
ら
催
し
名
が
「
桑
名

高
校
東
京
同
窓
会
」
と
変
更
に
な
り

ま
す
。

③
桑
名
市
主
催
の
桑
名
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

パ
ー
テ
ィ
ー
（
参
加
者
：
60
名
）

④
上
京
す
る
卒
業
生
等
を
対
象
に
「
ウ
エ

ル
カ
ム
会
」
の
開
催

　

桑
高
同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
は
益
々
の

ご
健
勝
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

又
今
春
ご
卒
業
の
皆

さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

関
西
支
部
は
平
成
元
年
十
一
月
二
十
三
日

関
西
支
部
設
立
総
会
が
な
に
わ
会
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
関
西
支
部
誕
生
の
時
で

し
た
。
風
雪
三
十
年
平
成
の
時
代
と
共
に

歩
み
続
け
平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日
関

西
支
部
第
十
回
（
設
立
三
十
周
年
）
記

念
総
会
を
大
阪
第
一
ホ
テ
ル
（
マ
ル
ビ

【
関
西
支
部
】
祝
30
周
年

平
成
の
時
代
と

共
に
歩
ん
だ
関
西
支
部

　
　

支

部

長杉　

本　

芳　

昭　

（
桑
全
十
回
生
）

⑤
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
を
応
援
す
る
会

（
桑
高
出
身
の
山
室
球
団
社
長
と
と
も

に
）

　

関
東
地
域
の
進
学
就
職
さ
れ
る
卒
業
生

の
皆
さ
ん
東
京
支
部
で
は
皆
様
方
の
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
提
案
・
参
加
を
心
よ
り
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
，
桑
名
高
校
同
窓
会
員
の
皆
様

方
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
（
東
京
支
部
連
絡
先
）

　
　

綿
引
和
彦
（
桑
全
二
十
二
回
生
）

〇
九
〇
―
九
二
〇
六
―
一
九
一
九
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時
で
し
た
。
二
十
五
名
の
皆
様
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ア
ー
杉
本
支
部
長
）
三
時
間
半
に
及

ぶ
総
会
も
ア
ッ
ト
い
う
間
に
終
わ
り
、
次

回
（
第
十
一
回
）
総
会
に
互
い
に
元
気
で

再
会
出
来
ま
す
事
を
誓
い
無
事
終
了
致
し

ま
し
た
。
平
成
時
代
（
三
十
年
間
）
は
決

し
て
安
泰
な
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
国
の
内
外
に
於
け
る
政
治
・
経
済
・

外
交
面
で
の
不
安
定
な
出
来
事
、
特
に
国

内
に
於
け
る
天
地
災
害
が
多
く
、
尊
い

人
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。「
命
の
尊

さ
」
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
様
な
激
動
の
中
に
於
い
て

同
窓
会
関
西
支
部
が
無
事
三
十
周
年
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
は
、
ひ
と
え
に

諸
先
輩
方
の
ご
苦
労
と
母
校
を
慕
う
同
窓

会
員
の
強
い
思
い
が
今
日
の
礎
と
な
っ
た

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
池
上
彰
氏
が
今
年
の
言
葉
と
し

て
「
転
機
」
と
言
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
真
に
そ
の
通
り
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ル
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は

五
十
三
名
の
会
員
の
方
々
の
出
席
が
あ
り

今
回
は
記
念
総
会
と
言
う
事
も
あ
り
、
遠

く
は
東
京
・
広
島
・
和
歌
山
そ
し
て
故
郷

桑
名
か
ら
も
多
数
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。

　

総
会
は
木
村
事
務
局
長
司
会
の
も
と
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
杉
本
支
部
長
の
開

会
の
辞
で
始
ま
り
、
支
部
伝
統
の
行
事
で

あ
る
桑
中
・
県
女
・
桑
高
の
校
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。
多
数
の
同
窓
会
員
が
一
堂
に

集
い
校
歌
を
斉
唱
す
る
時
の
感
動
は
今

も
っ
て
忘
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
ご
来

賓
の
方
々
の
祝
辞
も
数
多
く
頂
き
、
会
に

花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の

懇
親
会
は
本
部
参
与
加
藤
正
一
様
の
乾
杯

か
ら
始
ま
り
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
楽

し
い
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
又
新
し
い
試

み
と
し
て
約
一
時
間
、
会
員
の
皆
様
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
互
い
に
近

況
報
告
、
母
校
へ
の
思
い
出
等
…
各
テ
ー

ブ
ル
に
て
マ
イ
ク
で
の
発
言
、
楽
し
い
一

全員で桑中、県女、桑高の校歌を斉唱

関西支部役員

大川校長先生から祝辞 桑中県女の皆様と共に

吹奏楽部ＯＢによる伴奏

　

新
し
い
元
号
が
五
月
に
施
行
さ
れ
新
た

な
る
年
号
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
今

春
ご
卒
業
の
会
員
の
皆
様
も
新
た
な
る
一

歩
の
ス
タ
ー
ト
で
す
ね
。
関
西
支
部
も
次

回
十
一
回
総
会
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
）
に
向
っ
て
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。関
西
支
部
の
伝
統
で
あ
る「
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
」
な
憩
い
の
場
、
情
報
交
換
の

場
と
し
て
古
き
良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ

新
た
な
る
新
時
代
に
向
っ
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
新
し
き
時
代
に

向
っ
て
互
い
に
助
け
合
い
明
る
い
未
来
へ

の
第
一
歩
を
…
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
桑
高
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
関
西
支
部
連
絡
先
）

　
　

杉
本
芳
昭
（
桑
全
十
回
生
）

〇
九
〇
―
一
四
八
五
―
八
二
一
一

　
　

木
村
陽
一
（
桑
全
二
十
三
回
生
）

〇
九
〇
―
七
一
一
七
―
八
四
八
二
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【
２
０
１
８
事
業
実
施
報
告
】
【
学
年
同
窓
会
の
実
施
報
告
】

◆
文
化
講
演
会

　
『
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
を
聴
く
会
』

開
催
日　

２
０
１
８
年
７
月
７
日（
土
）

会　

場　

Ｎ
Ｔ
Ｎ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

講　

師　

林　

英
夫　

先
生

（
元
桑
名
高
校
教
諭
）

朗　

読　
「
桑
名
の
空
襲
」

賛
助
出
演　

劇
団
す
が
お

入
場
者　

３
０
０
名
（
小
ホ
ー
ル
）

◆
「
う
ど
ん
部
屋
」
２
０
１
８

開
催
日　

２
０
１
８
年
９
月
８
日（
土
）

（
桑
高
祭
に
併
せ
て
）

ス
タ
ッ
フ　

32
名

実　

績　

５
７
０
杯
の
う
ど
ん
を作

り
完
売

◆
第
１
回
同
窓
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
日　

２
０
１
８
年
12
月
１
日（
土
）

会　

場　

ナ
ガ
シ
マ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者　

33
名

成　

績　

優
勝
・
中
村　

民
夫

（
桑
全
25
回
生
）

　
　
　
　

２
位
・
水
谷　

隆
司

（
桑
全
23
回
生
）

　
　
　
　

３
位
・
髙
山
美
千
代

（
桑
全
39
回
生
）

傘
寿
・
桑
高
卒
業
60
周
年

（
昭
和
33
年
卒
業
）を
祝
う
会

　
「
傘
寿
・
桑
高
卒
業
60
周
年
（
昭
和
33

年
卒
業
）
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
５
月
31
日
（
木
）
12
時
よ
り

桑
名
シ
テ
イ
ホ
テ
ル
で
普
通
科
、商
業
科
、

家
庭
科
併
せ
て
75
名
の
参
加
が
あ
り
、
こ

れ
は
前
回
の
喜
寿
（
77
歳
）
の
95
名
よ
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
生
百
年
時
代
」
と
は
い
え
傘
寿

（
80
歳
）に
な
る
と
体
の
方
が
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
校
歌
」
や

「
高
校
３
年
生
」
を
全
員
で
歌
う
と
心
は

青
春
時
代
に
戻
り
、
若
き
日
の
想
い
出
に

歓
談
の
花
を
あ
ち
こ
ち
で
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
同
窓
会
の
最
初
の
立
ち
上

げ
は
50
歳
（
平
成
３
年
）
で
あ
り
、
今
回

ま
で
の
30
年
間
に
７
回
開
い
て
い
ま
す
。

元
気
で
出
席
で
き
た
喜
び
に
感
謝
し
、
次

回
の
早
い
時
期
の
再
会
を
祈
念
し
つ
つ
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。　
　
（
川
添　

護
）

桑
高
全
日
制
40
回
生

（
１
９
８
８（
昭
和
63
）年
３
月
卒
）の

卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会

平
成
30
年
４
月
28
日
（
土
）

　

桑
全
40
回
生
（
１
９
８
８
（
昭
和
63
）

年
3
月
卒
）
の
卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会

が
ホ
テ
ル
花
水
木
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　

冨
永
妙
子
先
生
、
辻 

康
之
先
生
、
星

野 

茂
先
生
、
小
林
明
男
先
生
、
光
永
悦

子
先
生
、
永
平
巳
旺
子
先
生
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
２
５
０
名
を
越
え
る
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

桑
高
全
日
制
25
回
生

（
昭
和
48
年
３
月
卒
業
）商
業
科
同
窓
会

　

桑
全
25
回
生（
昭
和
48
年
３
月
卒
業
）商

業
科
同
窓
会
が
平
成
30
年
10
月
27
日
に
四

日
市
都
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恩
師
水
谷
ひ
で
先
生
、伊
藤
順
正
先
生
、加

藤
淑
子
先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
、参
加
者

41
名
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。（
中
村
典
靖
）

桑
高
20
回
生（
昭
和
43
年
３
月
卒
）

「
う
し
と
ら
会
」報
告

　

１
〜
７
組
の
会
「
う
し
と
ら
会
」
を
平

成
30
年
９
月
30
日
に
春
日
神
社
で
70
歳
古

希
の
祝
い
と
お
祓
い
を
斎
行
し
、
桑
名
平

安
閣
で
懇
親
会
を
開
催
。　
（
竹
山
延
幸
）
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開
き
と

な
り
ま

し
た
。

　

こ
の

会
は
昭

和
61
年

頃
に
当

時
在
職

の
有
志

の
先
生

が
発
起

人
と
な

り
、
隔

年
開
催

し
て
30

年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。「
先
生
の
同
窓

会
」
の
様
な
交
流
の
場
で
す
が
現
職
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
親
睦
会
参
加
者
の
中
で
、
辻
康

之
先
生（
社
会
）と
冨
永
妙
子
先
生（
国
語
）

は
、
平
成
30
年
５
月
31
日
実
施
の
昭
和
63

年
卒
学
年
同
窓
会
に
恩
師
と
し
て
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
水
谷
ひ
で
先
生
（
英

語
）、
加
藤
淑
子
先
生
（
体
育
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
）、
伊
藤
順
正
先
生
（
商
業
・
硬
式

野
球
部
）
は
、
10
月
29
日
実
施
の
昭
和
48

年
卒
商
業
科
同
窓
会
に
恩
師
と
し
て
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
７
月
７
日
実
施
の
同
窓
会

で
講
演
を
さ
れ
た
林
英
夫
先
生
か
ら
は
親

睦
会
の
葉
書
に
「
お
蔭
様
で
何
と
か
や
っ

て
い
ま
す
。
92
歳
と
６
か
月　

早
寝
早
起

き
、
朝
ご
は
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
」
と
の

近
況
報
告
が

届
い
て
い
ま

す
。

　

先
生
方
か

ら
「
卒
業
生

か
ら
の
連
絡

や
交
流
は
楽

し
み
で
心
が

元
気
に
な
り

ま
す
」
と
の

お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

【
２
０
１
９
事
業
予
定
】

◆
第
２
回
同
窓
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
日　

２
０
１
９
年
６
月
21
日（
金
）

会　

場　

ナ
ガ
シ
マ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

詳　

細　

桑
名
高
校
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
文
化
講
演
会

開
催
日　

２
０
１
９
年
８
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

１
３
：
０
０
〜

会　

場　

Ｎ
Ｔ
Ｎ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
小
ホ
ー
ル
）
入
場
無
料

講　

師　

千
葉　

一
幹　

氏

演　

題　
「
親
し
い
も
の
と
の

　
　
　
　
　

出
会
い
と
別
れ
に
つ
い
て
」

略　

歴　

昭
和
55
年
桑
名
高
校
卒

　
　
　
　

59
年
東
京
大
学
文
学
部
仏
文
科
卒

　
　
　
　

現
在　
大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
授

◆
「
う
ど
ん
部
屋
２
０
１
９
」

開
催
日　

２
０
１
９
年
９
月
７
日（
土
）

桑
高
祭
に
併
せ
て

＊
う
ど
ん
作
り
ス
タ
ッ
フ
募
集
し
ま
す

◆
２
０
１
９
桑
高
同
窓
会

幹
事
総
会
・
懇
親
会　
　

開
催
日　

２
０
１
９
年
11
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

１
１
：
０
０
〜

会　

場　

桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
５
Ｆ

＊
詳
細
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す

◆
桑
名
高
校
創
立
１
１
０
周
年

　
　
　
　
　
　

記
念
総
会
・
懇
親
会

開
催
日　

２
０
２
０
年
10
月
25
日
（
日
）

会　

場　

長
島
温
泉
ホ
テ
ル
花
水
木

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

〈
記
念
講
演
〉

講　

師　

増
地　

克
之　

氏
（
柔
道
家
）

略　

歴　

平
成
元
年
桑
名
高
校
卒

　
　
　
　

平
成
５
年
筑
波
大
学
卒

　
　
　
　

現
在　

筑
波
大
学
講
師
・

筑
波
大
学
柔
道
部
総
監
督

◎
全
日
本
柔
道
連
盟　

女
子
代
表
監
督

※
今
後
同
窓
会
で
は
１
１
０
周
年
記
念
総

会
・
懇
親
会
に
向
け
、
実
行
委
員
会
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
！

【
２
０
２
０
特
別
予
告
】校庭に建つ優勝記念碑

　

平
成
30

年
10
月
６

日
正
午
桑

名
シ
テ
イ

ホ
テ
ル
で

桑
高
に
勤

務
し
た
旧

教
職
員
の

親
睦
会
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

幹
事
長
は

本
校
Ｏ
Ｂ

の
鷲
野
雅

好
元
教
頭

先
生
で
す
。
西
尾
雅
二
（
現
津
商
業
高
校

校
長
）
先
生
が
受
付
等
を
準
備
さ
れ
、
司

会
は
辻
康
之
（
現
白
子
高
校
校
長
）
先
生

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
代
表
の
大
野
章
先
生
の
ご
挨
拶

で
始
ま
り
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
そ
し
て

大
川
暢
彦
校
長
先
生
か
ら
桑
高
に
つ
い
て

の
近
況
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
自
分
が
勤
務
し
た
時
代
の
変
遷
と
重

ね
合
わ
せ
て
熱
心
に
傾
聴
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
乾
杯
は
伊
藤
順
正
元
教
頭
先
生
の
ご

発
声
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

開
宴
し
ま

し
た
。
歓

談
後
は
全

員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、

中
締
め
は

長
瀬
修
元

教
頭
（
元

四
日
市
工

業
高
校
校

長
）
先
生

に
よ
る「
桑

高
万
歳
」

三
唱
で
お

〜
恩
師
の
今
を
訪
ね
て
〜

　
【
桑
高
旧
職
員
親
睦
会
】レ
ポ
ー
ト

是
非
食
べ
に

　

来
て
下
さ
い
‼

大川暢彦校長から近況報告

校長先生と幹事の先生方

伊藤順正先生乾杯のご発声

長瀬修先生による万歳三唱
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桑高同窓会の活動

挨拶される伊藤会長

御年92歳の林先生

スタート前集合写真

チケット販売準備OK

卒業生366名の入会式

ご来賓の皆様

会場一杯の観客

優勝トロフィー授与

お揃いのエプロンで

定時制での入会式

会場風景

シベリア墓参の説明

中村民夫様

さあ！販売開始

校長室にて寄贈式

歓迎！19歳幹事 2名

スタッフ・理事の皆様

表彰式を終えて

麺茹ではおまかせアレ

美術部員と懐かしい思い出を

うどん部屋2018 桑高祭　　　　　　　 2018.９.８

同窓会入会式 水谷方早子画伯絵画寄贈2018.２.28 2018.12.19

平成30年度同窓会幹事総会  桑名シティホテル 2018.10.28

文化講演会  NTNシティホール(小ホール) 2018.７.７

同窓会親睦ゴルフコンペ ナガシマカントリークラブ 2018.12.１
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平成30年 桑高の主な行事

衛生看護科戴帽式　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑高体育館    11／21

桑高祭　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　９／８ 遠足　　　　10／24

定時制文化祭 10／26 定時制校外学習 11／22定時制クラスマッチ ７／19 定時制体育祭 ９／14

スポーツ大会 　　　　　　　　　　　７／11体育祭　　　　　　　　　　　　　　９／14

修学旅行　博多～長崎　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　10／24～26
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主要大学　合格状況（全日制）

【平成３１年３月卒業生】

入試年度
大学名 2014 2015 2016 2017 2018

北 海 道 2 0 2 0 2
東 北 2 0 0 2 0
筑 波 1 1 2 2 1
千 葉 2 1 0 2 0
お 茶 の 水 女 子 0 0 0 1 0
東 京 0 0 0 0 0
東 京 外 国 語 0 0 0 0 1
東 京 学 芸 1 1 1 1 2
東 京 芸 術 0 0 1 0 0
東 京 工 業 0 1 0 0 0
一 橋 0 0 0 1 1
横 浜 国 立 0 3 0 3 2
富 山 0 0 5 1 0
金 沢 3 4 6 0 3
福 井 6 0 5 6 1
山 梨 0 0 1 0 0
信 州 5 4 2 10 10
岐 阜 3 1 3 7 3
静 岡 7 6 11 7 4
愛 知 教 育 3 6 5 7 5
名 古 屋 11 16 12 15 9
名 古 屋 工 業 13 12 11 3 9
三 重 44 42 38 32 48
滋 賀 1 2 1 1 1
京 都 4 3 1 1 1
大 阪 1 0 2 1 1
神 戸 0 1 1 2 2
奈 良 女 子 0 3 0 0 0
岡 山 2 0 3 1 0
広 島 3 1 0 3 2
九 州 0 0 0 1 0
そ の 他 国 立 大 10 9 6 5 10
国 立 大 合 計 118 120 120 117 118

入試年度
大学名

2014 2015 2016 2017 2018

国 際 教 養 0 0 0 0 0
首 都 大 東 京 2 0 2 1 1
横 浜 市 立 0 1 0 0 1
岐 阜 薬 科 0 0 0 1 1
愛 知 県 立 6 4 7 3 7
名 古 屋 市 立 6 4 5 13 9
三 重 県 立 看 護 1 2 3 3 2
大 阪 府 立 1 3 4 1 0
そ の 他 公 立 大 10 12 16 16 20
公 立 大 合 計 26 26 37 41 41
青 山 学 院 2 3 0 0 4
慶 應 義 塾 3 1 2 0 3
上 智 0 0 0 2 0
中 央 3 7 10 11 4
東 京 理 科 5 15 11 12 13
法 政 7 10 4 12 3
明 治 13 8 2 11 9
立 教 1 2 0 1 2
早 稲 田 6 2 3 1 3
愛 知 31 63 22 46 43
愛 知 工 業 18 21 16 6 21
愛 知 淑 徳 34 34 48 40 16
金 城 学 院 24 19 20 43 20
椙 山 女 学 園 9 18 30 30 20
中 京 96 101 66 86 58
名 城 96 95 97 96 116
南 山 103 78 73 131 56
皇 學 館 20 15 11 16 16
同 志 社 26 19 14 22 23
立 命 館 86 76 40 43 34
関 西 15 12 13 5 16
関 西 学 院 9 5 6 4 7
そ の 他 私 立 大 294 250 172 266 290
私 立 大 合 計 901 854 734 884 777
三 重 短 8 6 10 1 1
国 公 立 短 大 11 7 13 1 2
私 立 短 大 8 2 8 1 4
就 職 2 1 1 0 3

男 女 計（人）

全　日　制

普 通 科 １３８ １３７ ２７５
理 数 科 ２６ １４ ４０
衛生看護科（本科） ０ ３９ ３９
衛 生 看 護 専 攻 科 ０ ３７ ３７

定　時　制 普通科（三修制含む） １ ６ ７
合　　　　　　計 １６５ ２３３ ３６１
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平成31年3月卒業生の同窓会幹事と恩師の先生　

母 校 の 活 躍
クラブ・他 大会名 種目 結果 氏名

軟式野球部
第63回全国高等学校軟式野球選手権三重大会 
兼　平成30年度三重県高等学校軟式野球夏季
大会

7/21
Ｂブロック 優勝

森　柊威・太田憲誠・野口弘翔
小野寺丈瑠・平田晃輝・落合洸貴
内田隆之・岡本拓巳・萩原維城
野呂温輝・伊藤駿希・水谷皓介
西野　壮・伊東賢吾・簱　悠人
水谷雄大・毛利隼大

陸上部

第81回三重県陸上競技選手権大会　　  7/7.8
第81回三重県陸上競技選手権大会　　  7/7.8
第81回三重県陸上競技選手権大会 　  7/7.8
第61回東海陸上競技選手権大会　   8/25～26
第57回三重県高等学校新人陸上競技大会 

9.22～23
第57回三重県高等学校新人陸上競技大会 

9.22～23
第37回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会 

2019.1/13

1500 ｍ
三段跳
200 ｍ
1500m
1500m

3000m

5 区

１位
８位
７位
７位
１位

１位

垣内瑞希
伊藤花宝
水谷真苗
垣内瑞希
垣内瑞希

垣内瑞希

垣内瑞希

水泳部

三重県高等学校選手権水泳競技大会
6/23 ～ 24

三重県高等学校選手権水泳競技大会
6/23 ～ 24

東海総体　　　　　　　　　　　  7/20～ 22
東海総体　　　　　　　　　　　  7/20～ 22

400mフリーリレー

女子総合

50m自由形
50m自由形

１位

１位

伊藤百花・伊藤香乃
小井香乃・鈴木優花

伊藤香乃
伊藤百花

ダンス部 第25回三重県高等学校ダンスフェスティバル 最優秀賞

冨永ひかり・森岡　栞・佐川綾奈
一色彩帆・田村真緒・中前純奈
石川乃愛・樋口　愛・浦部遥菜
矢倉鈴菜・池田双葉・尾家若奈
加藤ほの夏・後藤菜の子・三林奈緒
荻野茜梨・日下部遥菜・西尾綾夏
山本栞奈・石垣江那・鷲見　遥
玉川穂佳・宮村友菜・浅生智子
紀平　雅・鈴木優梨亜

囲碁将棋同好会 近畿高文祭将棋部門予選 兼 三重県高校将棋大会 　　　　　　　　　　　　　　　　9/1 男子個人 ２位 石﨑智也

書道部
第38回近畿高等学校総合文化祭徳島大会（書
道部門）　　　　　　　　　　　　11/16～17
第39回みえ高文祭 　　　 11/2～11.4 書道部門 特選

錦見彩那

辻　媛花
学校表彰 第 68 回三重県高校総体女子総合 女子総合 第２位
個人表彰 名大MIRAI　Global Science Campus 奥野　愛梨
大会推進 全国高等学校総合体育大会 三重県推進委員会 委員長 西山　莉子

【　全　日　制　】
学年代表幹事 ３年１組　　　　谷本　類都 （代表幹事は当該卒業生の全体を統括する代表者）
普通科代表幹事 普通科１組　　　谷本　類都 理数科代表幹事 理数科８組　　　松本　智果
看護科代表幹事 衛生看護科９組　水谷　凪沙 専攻科代表幹事 衛生看護専攻科　青山　舞衣
卒業生の恩師 三学年主任　　　辻野　幸生 教科　　理科 部活動顧問　　　硬式テニス

クラス（学科） 　　ク　ラ　ス　幹　事 担任の名前・担当教科・顧問（※同好会）
学級（組） 名前 名前 学級担任 教科 部活動顧問
1組（普通科） 位田　七海 谷本　類都 横谷　領子 国語 茶道・卓球・※文芸
2組（普通科） 大嶋　悠太 各務　颯斗 西塚　達也 英語 硬式野球
3組（普通科） 伊藤　耕平 佐々木　類 今井　　龍 国語 ソフトボール
4組（普通科） 筧　　公介 八木　巧太 野崎　順二 理科 サッカー・※囲碁将棋
5組（普通科） 小野　紘揮 松尾　颯人 加藤　幸生 理科 バレーボール
6組（普通科） 伊藤　　廉 小川　　翔 岡野　秀裕 数学 バドミントン・自然科学
7組（普通科） 若松　大和 渡辺　直登 三宅　史人 地歴 軟式野球・※軽音楽
8組（理数科） 内田　真子 松本　智果 児玉　圭祐 数学 硬式テニス
9組（衛生看護科） 中山　榛菜 水谷　凪沙 木谷　千賀 看護 柔道・新聞
衛生看護専攻科 青山　舞衣 伊藤瑠々凪 廣田　千秋 看護 サッカー
【　定　時　制　】
定時制幹事 ◎寺澤　未来 渡邊　俊介 学級担任 穂積　淳章　　　（社会）
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桑名高校同窓会 平成29年度事業及び会計報告
平成29年度　事業報告 平成29年度　会計報告

財 産 目 録

（平成29年８月１日～平成30年７月31日） （平成29年８月１日～平成30年７月31日）

（平成30年７月31日現在）

平成29年８月27日（日）
「うどん部屋」2017第２回会議　　　朝日鋳工所会議室
平成29年８月27日（日）
29年度第１回役員会　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成29年９月９日（土）
桑高祭「うどん部屋」出店　　　　　　　　　桑名高校
平成29年９月16日（土）
29年度第１回運営委員会　　　　　桑名シティホテル
平成29年10月29日（日）
29年度同窓会幹事総会　　　　　　桑名シティホテル
平成29年12月10日（日）
新旧役員会　　　　　　　　　　　桑名シティホテル
平成30年１月27日（土）
29年度第２回役員会　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年２月26日（月）
会報「桑高同窓会」36号発行
平成30年２月28日（水）
同窓会入会式（全日・定時）　　　   桑名高校体育館他
平成30年３月１日（木）
卒業式（全日・看護・定時）　　　　桑名高校体育館他
平成30年３月18日（日）
第１回特別委員会　　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年３月25日（日）
29年度第３回役員会　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年４月21日（土）
第２回特別委員会　　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年５月13日（日）
29年度第２回企画委員会　　　　　桑名シティホテル
並びに学校幹部職員との懇談会
平成30年５月19日（土）
第３回特別委員会　　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年６月16日（土）
第４回特別委員会　　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年７月７日（土）
同窓会文化講演会　　　　　　　  NTNシティホール
平成30年７月21日（土）
第５回特別委員会　　　　　　　　朝日鋳工所会議室
平成30年７月21日（土）
第１回うどん部屋会議　　　　　　朝日鋳工所会議室

平成30年度 桑名高校同窓会役員
会　　長
副 会 長

理 事

伊藤隆彦（桑全１１回生）
加藤武夫（桑定１１回生）
西村治生（桑全２３回生）
岡野良子（桑看　７回生）
上田広吉（桑全１１回生）
小林宗良（桑定１３回生）
石川郁子（桑全１５回生）
石垣英一（桑全１８回生）
山下卓司（桑全１８回生）
竹山延幸（桑全２０回生）
岩谷幹生（桑定１８回生）
福田正道（桑全２１回生）
加藤　寛（桑全２２回生）

会計監事

長瀬　浩（桑全２４回生）
後藤隆彦（桑全２５回生）
水谷康朗（桑全３０回生）
渡辺浩子（桑全３１回生）
水貝千寿子（桑全３１回生）
長谷川久美（桑全３２回生）
荒木佳代（桑看　７回生）
井谷和恵（桑看１９回生）
金森光則（桑全３６回生）
石上秀之（桑全３９回生）
伊藤　巧（桑全２４回生）
萱野治道（桑全２６回生）
小杉　悟（桑全３１回生）

　「三重県立桑名高等学校創立百年記
念誌」
　A4 版約 700 頁（うち口絵 32 頁）ご
希望の方は下記へ、お振込下さい。
「ゆうちょ銀行」
　◎振替口座番号：00890・4・87537
　◎加 入 者 名：桑名高校同窓会
　◎金　　　　額：8000 円（送料・消費税共）

資
産
の
部

現 金 21,475
定 期 預 金 桑名信用金庫 9,028,717 9,028,717

普 通 預 金 桑名信用金庫 2,228,056 2,228,056
ゆうちょ銀行 3,623,211 3,623,211

仮 払 金 0
立 替 金 0
資 産 合 計 14,901,459

負
債
の
部

未 払 金 33,028
負 債 合 計 33,028
差引純財産 14,868,431

科 目 予　 算 決　 算 増　 減

収
入
の
部

① 前 期 繰 越 金 14,867,107 14,867,107 0
入 会 金 1,820,000 1,830,000 10,000
会 費 1,000,000 1,118,000 118,000
事 業 収 入 150,000 152,700 2,700
雑 収 入 25,000 10,000 － 15,000
受 取 利 息 1,000 817 － 183

② 当 期 収 入 合 計 2,996,000 3,111,517 115,517
③ 収入総合計 ①＋② 17,863,107 17,978,624 115,517

支

出

の

部

総 会 費 1,400,000 897,725 － 502,275
会 議 費 400,000 452,244 52,244
印 刷 費 400,000 392,299 － 7,701
通 信 費 100,000 302,652 202,652
事　 業　 費 200,000 375,858 175,858
慶 弔 費 100,000 0 － 100,000
支 部 助 成 金 200,000 200,000 0
入 会 記 念 品 300,000 275,420 － 24,580
交 通 費 100,000 30,000 － 70,000
名 簿 管 理 費 150,000 138,024 － 11,976
雑 費 100,000 45,971 － 54,029

④ （予備費除く支出合計） 3,450,000 3,110,193 － 339,807

⑤ 予 備 費 14,413,107 0 － 14,413,107
次 期 繰 越 金 0 14,868,431 14,868,431

⑥ 支出総合計④＋⑤ 17,863,107 17,978,624 115,517
⑦ 単年度収支②－④ － 454,000 1,324 455,324
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桑高同窓会ウェブサイトのご案内

桑名高校同窓会

桑名高等学校同窓会オフィシャルサイト
三重県立

http://kuwanakoob.com

同窓会情報・住所変更等のご連絡は同窓会公式ホームページまでお願いします。
スマートフォン対応にリニューアルしました。

facebookに三重県立桑名高等学校同窓会のオフィシャルページを開設しました。
情報交換の場に、お役立てください。

学年同窓会をお考えの方はご相談に乗ります。ご一報ください。

桑
高
今
昔
物
語
４

　
　

桑
高
同
窓
会
顧
問

西　

羽　
　
　

晃　

（
桑
全
七
回
生
）

小
河
内
芳
子
と
若
松
實

　

小
河
内
芳
子
は
明
治
41
（
１
９
０
８
）

年
に
桑
名
・
内
堀
で
生
ま
れ
た
。
先
祖
は

桑
名
藩
の
士
族
で
あ
り
、
父
は
桑
名
町

助
役
を
勤
め
る
名
家
で
あ
る
。
大
正
13

（
１
９
２
４
）
年
に
県
立
桑
名
高
女
を
卒

業
し
た
。
そ
の
後
東
京
の
日
本
女
子
大
学

校
国
文
科
に
進
学
し
た
が
、
校
風
に
な
じ

め
ず
、
二
年
で
中
退
し
て
、
桑
名
に
戻
っ

た
。

　

家
庭
は
裕
福
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
女
性
は
職
業
を
持
っ
て
自
活
す
る
必
要

を
感
じ
、
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
東

京
の
文
部
省
図
書
館
講
習
所
へ
入
学
し

た
。
翌
年
に
は
東
京
市
立
京
橋
図
書
館
に

就
職
し
た
。
こ
こ
で
は
児
童
閲
覧
室
を
担

当
し
、
児
童
図
書
へ
の
関
心
を
深
め
て
、

生
涯
を
児
童
図
書
館
の
普
及
に
努
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

戦
時
体
制
と
と
も
に
、
図
書
館
も
、
自

由
な
雰
囲
気
が
失
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ
れ
に
反
発
し
て
図
書
館
を
退
職
し
、

昭
和
18
年
か
ら
５
年
間
小
平
市
の
傷
痍
軍

人
療
養
所
の
庶
務
課
で
働
い
た
。

　

昭
和
23
年
に
品
川
図
書
館
に
就
職
し

て
、
以
後

東
京
都
の

図
書
館
に

勤
め
、
そ

の
間
に
は

児
童
図
書

館
研
究
会

の
会
長
も

務
め
て
い

る
。
昭
和

43
年
に
品

川
図
書
館

を
定
年
退
職
し
た
。
そ
の
後
は
地
域
の
読

書
活
動
へ
取
組
む
と
と
も
に
、
青
山
女
子

短
大
講
師
、
聖
徳
学
園
女
子
短
大
講
師
を

勤
め
て
い
る
。
昭
和
55
年
に
は
児
童
青
少

年
委
員
会
委
員
長
も
務
め
た
。
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
３
月
３
日
に
満
１
０
１

歳
で
永
眠
さ
れ
た
。 

　

同
時
代
の
人
物
と
し
て
若
松
實
が
居

る
。
彼
は
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
に
大

垣
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
桑
名
に
移
っ
て

き
て
、
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
桑
名

中
学
校
の
第
二
回
生
と
し
て
卒
業
し
た
。

彼
は
天
理
教
を
布
教
す
る
家
庭
に
生
ま
れ

育
っ
て
い
た
の
で
、天
理
外
国
語
学
校（
現

天
理
大
学
）
朝
鮮
語
科
に
進
学
し
た
。

　

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
に
日
本
は
朝

鮮
を
併
合
し
た
の
で
、
朝
鮮
は
日
本
の
一

部
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
本
土
で

は
朝
鮮
語
教
育
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
天
理
外
国
語
学
校
が
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
に
創
設
さ
れ
、
朝
鮮
語

科
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
趣
旨
は
主
に
天

理
教
を
普
及
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

彼
は
さ
ら
に
ソ
ウ
ル
の
官
立
京
城
帝
国

大
学
法
文
学
部
へ
進
学
し
、
朝
鮮
語
講
座

に
学
ん
だ
。
桑
名
中
学
卒
業
生
で
始
め
て

帝
国
大
学
へ
進
学
し
た
と
思
わ
れ
る
。

大
学
卒
業
後
は
名
古
屋
の
天
理
女
子
学
院

で
教
鞭
を
執
っ
た
が
、
の
ち
名
古
屋
市
役

所
に
就
職
し
た
。
昭
和
42
年
に
定
年
退
職

し
た
が
、
在
職
中
も
朝
鮮
語
の
勉
強
を
怠

ら
ず
、
退
職
後
は
朝
鮮
に
関
す
る
著
作

や
翻
訳
を
多
数
出
版
し
た
。
中
で
も
朝

鮮
通
信
使
の

記
録
を
す
べ

て
翻
訳
し
た

業
績
は
大
き

い
。
平
成
６

（
１
９
９
４
）

年
に
交
通
事

故
で
逝
去
さ

れ
た
。

小河内芳子の著書

朝鮮通信使の翻訳書


